
内野  嘉広   

質問の件名及び質問の要旨 (質問時間 ) 答弁を求める者  

 

１ 地域産業活性化に向けた取組について   （25分） 

 

本市では、ここ数年、ふるさと納税制度による寄附金が県内１位

を続けております。寄附をしていただいた方には、本市の特産品を

中心にした返礼品が送られます。 

Ｎゲージなどの鉄道模型や加工食品など、本市の企業や商店、農

家等による生産品、特産品が注目されてきております。 

農業においても、市内茶業農家が生産した狭山茶をベースに多種

多様な加工品が注目を集めており、サフランについても、生産農家

の増加に伴い、生産量も増え、化粧品や美容健康食品などの加工品

として販路が拡大してきております。 

また、若手農家による摘み取りイチゴ園やブルーベリー園、それ

らを使用した軽食店など、シーズンによって多くの人が集まってお

ります。 

新規就農者も増加しており、露地野菜を中心に直売所などでの多

品目の農産物が販売されております。 

このように、少しずつではありますが、着実に市の特産品が成長

拡充してきておりますが、なかなかその知名度は、市外のみならず

市内においても広がっていないのが現状です。 

農・商・工それぞれの特産品が一同に販売される拠点や自治体Ｐ

Ｒ、特産品ＰＲなどの地域情報の発信拠点、アンテナショップなど

がないことも、大きく影響しているものと考えられます。 

こうした地域産業活性化の拠点や販路の拡大については、これま

でも複数回質問し、政策提案等をしてまいりました。 

首都圏中央連絡自動車道が、東名、中央、関越、東北、常磐それ

ぞれの高速道路と接続され、市内に２つのＩＣを持つ地の利。さら

に今後の都市計画道路川越鶴ヶ島線の整備による圏央鶴ヶ島ＩＣ

周辺の交通利便性の向上などを活かしながら、市外からの交流人口

の増加や市民への地元の特産品の認知度アップなど、地域産業の活

性化に向けた取組について、以下質問いたします。 

 

（１）農・商・工連携による産業振興について 

（２）特産品の販路拡大に向けた取組について 

（３）自治体ＰＲ、特産品ＰＲなどの情報発信について 

（４）広域観光におけるレインボー協議会との連携について 

（５）地の利を活かした地域産業活性化の拠点の必要性について 

 

市   長 
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２ 運動部活動支援員活用事業の拡充について （20分） 

 

少子化が続く社会情勢の中で、現在の中学校の部活動は、部活動

種目数の減少など、私たちが経験してきた頃の部活動とは、置かれ

ている状況や課題、問題点等多くのことが異なってきております。 

平成 27 年度に、南中学校の女子ソフトボール部の廃部問題が持

ち上がり、部活動を続けたい、存続するために努力する生徒がいる

中で、廃部になりました。部員が少ないながらも部活動を続けたい

生徒、学校側も存続させてあげたいながらも、教員数が削減される

中で、廃部という結果になってしまいました。 

このことを踏まえて、その年度の 9 月議会で、「学校教育の観点

からの部活動について」と題し、部活動の置かれている現状につい

て質問し、問題提起をさせていただきました。 

少子化による生徒数の減少、それに伴う教員数の削減。昨年度か

ら文部科学省で実施されている「教員勤務実態調査」からも見て取

れるように、教員の長時間労働の実態が指摘されている中で、部活

動顧問の負担増も深刻な状況にあると思われます。 

こうした状況の中、県のモデル事業として、こうした問題の軽減

に繋がる「運動部活動支援員活用事業」が、昨年度９月議会で可決

され、補正予算として事業化されました。 

平成２４年度から実施されている「中学校学習指導要領」でも、

部活動の意義や留意点として、「スポーツや文化及び科学等に親し

ませ、学習意欲の向上や責任感、連帯感の涵養等に資するものであ

り、学校教育の一環として、教育課程との関連が図られるよう留意

すること」と規定されております。 

部活動は、人間関係を構築していくために社会性、協調性を身に

つけ、社会への適応性など生きる力をつけていくためにも大切なも

のであります。こうしたことを踏まえて、「運動部活動支援員活用

事業」のより一層の拡充について、以下質問いたします。 

 

（１）学校教育の観点から、部活動をどのように捉えているか。 

（２）市内中学校の部活動及び部活動顧問の現状について 

（３）運動部活動支援員に求められる資質、条件及び外部指導者 

  との整合性について 

（４）部活動としての武道について 

（５）運動部活動支援員活用事業の拡充について 

 

教育委員会教育長 
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３ 農業大学校跡地活用及び跡地周辺の整備について 
（15 分） 

 

農業大学校跡地活用及び跡地周辺の整備については、昨年３月議

会から６回続けての質問になります。 

本年度県の当初予算に農大跡地活用推進事業として、4 億 4,590

万 9千円が計上されております。内、土地利用調査の実施 500 万円、

環境影響評価（環境アセスメント）等の実施 4 億 3,299 万 7千円の

事業予算が組まれております。 

環境影響評価（環境アセスメント）等の実施など、今後、都市計

画変更手続に向けた取組に着手していくものと考えられ、これから

跡地活用に向けての具体的な動きが予想されることから、農業大学

校跡地及び跡地周辺の今後について、以下質問いたします。 

 

（１）県との協議状況について 

（２）農大跡地活用推進事業の進捗状況について 

（３）跡地活用及び跡地周辺の今後について 

 

 

市   長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


